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相模原商工会議所

産業界の活力で新相模原を創出
会員とともに行動、変革、そして未来へ

新アドレス

企 業 を 育み 地 域 を 潤 すエリアネットワーク通 信

32014年 3 月号 No.476
認証・登録番号0007706

当商工会議所
管内から
11名が受賞
第61回
神奈川県優良産業人表彰
4p

Ⓐ �再生医療をテーマに講演する辻教授� �
～近未来研第4回例会～� 12ｐ

Ⓑ �游相庵 菓匠 盛月堂『栗さがみ』が日本商
工会議所会頭努力賞を受賞� �
～第54回全国推奨観光土産品審査会～� 4ｐ

Ⓒ �交流文化事業を目指します！� �
㈱JTBコーポレートセールス 法人営業相模原支店
� 10ｐ

Ⓓ �「自他一体の愛」モットーに卓越した技術と
優しい心で診察� � � �
医療法人誠真会 横山デンタル・クリニック� 11ｐ

Ⓔ �県内の地域商工業の振興に寄与� �
～第61回神奈川県優良産業人表彰受賞者� 4ｐ

Ⓕ �相模原の技術力を全国に発信� �
青工研 ビジネス交流会inさがみはら・コマ
大戦相模原場所を実施� 13ｐ

Ⓖ �15年後の相模原について討論� �
都産研 シンポジウム「ともに考えよう！�
相模原の未来、日本の未来」を実施� 12ｐ

Ⓐ

ⒺⒹ

ⒸⒷ

Ⓕ Ⓖ
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項　　目（相談員） 相談日 内　　　容
経 営
（中小企業診断士） 申込時に調整 経営の諸問題（販売受注促進・経営合理化・IT

活用法等）
創業・経営革新
（中小企業診断士）

第 1･3･4 木曜日
第 2水曜日

事業計画の立て方、販路開拓方法等、創業・経営
革新についての相談

経営安定特別相談室
（中小企業診断士等） 申込時に調整 売上不振、取引先倒産等による経営悪化、事業の

見通しがつかない方のための相談指導
法 律
（弁　　護　　士）

金曜日
（第 5週除く） 取引上のトラブル、債権回収、契約違反等

発 明
（発　明　協　会） 第 2木曜日 実用新案、商標登録、特許出願手続き、侵害への

対応等の相談
許 認 可
（行　政　書　士） 隔月第 3金曜日

会社・組合等の設立、建設業の入札参加資格、飲
食業等の許認可、契約書作成の相談

税 務
（税　　理　　士）

木曜日
（第 5週除く）

法人税 ･所得税 ･消費税・相続税・贈与税等の税
務相談、記帳、決算指導

労 務
（社会保険労務士） 第 2火曜日 就業規則の整備、労働契約に関する問題、各種助

成金についての相談等、労務問題全般
Ｍ　　 ＆　　 Ａ
（専任アドバイザー） 申込時に調整 事業継承型M&Aを中心とした相談

※経営者の方の相談に限ります
受 発 注
（産業振興センター） 第 2･4 水曜日 製造業を中心とした新たな受注・発注先企業につ

いての相談、受発注取引の適正化に関する相談
Ｉ Ｔ
（ITアドバイザー） 第 2･4 水曜日 初歩的なインターネット導入についての相談、電

子入札の参加、e-sagami の活用方法

経営や複雑な税務・法律問題など専門的事項に関するご相談には、当
商工会議所の専門相談員（税理士・弁護士・中小企業診断士等）によ
る無料相談をご利用ください。
ご希望の際は、事前に☎（０４２－７５３－８1３５)へご予約ください。
※IT相談は☎（０４２－７５３－８1３３)へお願いします。

•• 相談は無料です！専門家への経営相談 ••

インフォメーションもくじ／会議所カレンダー

3月12日㈬～4月11日㈮
★印の行事は今月号会報に詳細が掲載されています。【　】内は掲載ページ。

会議所カレンダー
 No.476　2014年3月

も
く
じ

3 東北から全国へ
～東北六県商工会議所連合会会長　鎌田　宏 氏～

4 第54回全国推奨観光土産品推奨品 【盛月堂 日商会頭努力賞受賞】他

第61回神奈川県優良産業人表彰結果
5 かながわなでしこブランド【㈱東鈴紙器 認定】

相模原市トライアル発注認定企業紹介

6 読み物
相模原のお店・企業版「インターネット活用術」 他

7 「知的財産権」このツボをおさえよう（最終回）
今☆知っておきたいマネー学。

8 CSR（社会的責任と貢献）を活用した環境経営（最終回）他

9 会員PRコーナー
ＢＬＡＮＣ／ＮＰＯ法人 北丹沢山岳センター

10 トップインタビュー
～ 交流文化事業を目指します！～
㈱JTBコーポレートセールス 法人営業相模原支店 支店長
伊藤 弘一郎さん

11 わが院のいち押し
～「自他一体の愛」モットーに卓越した技術と優しい心で診療～
医療法人 誠真会　横山デンタル・クリニック  

12
13

アクティブ５（内部団体活動報告）
第3回 会員企業ビジネス交流会

15 新入会員紹介 他

3　
月

1２日（水）
創業・経営革新相談　時間：1０:００～16:００　場所：本所
受発注相談　時間：1３:００～16:００　場所：本所
1３日（木）
第15期相模原商工会議所合同委員会
女性会 正副会長会議・役員会
発明相談　時間：1３:００～16:００　場所：本所
1４日（金）
建設業部会 東急建設技術研究所施設見学会
さがみはら産業展出展者説明会
法律相談　時間：1３:３０～16:００　場所：本所
1７日（月）
県女性会連合会セミナー・理事会
青工研 総会実行委員会
★【p16】第1回会員交流会〈工業版〉
工業部会 運営会議・新年会
1８日（火）
★【p16】第12回相模原クリーン大作戦（～19日）
関商連女性会連合会会長会議・講演会
サービス業部会 タック川本氏 講演会
19日（水）
神奈川県商工会議所青年部連合会臨時総会
２０日（木）
商業部会 定例会
創業・経営革新相談　時間：1０:００～16:００　場所：南支所
税務相談　時間：1３:００～16:００　場所：本所
２４日（月）
正副会頭会議
第82回通常議員総会・役員議員懇談会
２５日（火）
青年部 3月度をぐり会議
近未来研 理事会
２6日（水）
官公需等取引促進特別委員会小委員会（役務）
受発注相談　時間：1３:００～16:００　場所：本所
２７日（木）
官公需等取引促進特別委員会小委員会（工事）
青工研 総会実行委員会
税務相談　時間：1３:００～16:００　場所：本所
創業・経営革新相談　時間：1０:００～16:００　場所：本所
２８日（金）
工業部会 GETプロジェクト講演会「縫製業から見
たアジアビジネス」
法律相談　時間：1３:３０～16:００　場所：本所

４　
月

1日（火）
都産研 新提言書「（仮称）相模原の15年後のチェッ
クリスト」発行
２日（水）
新入社員研修（～3日）
５日（土）
市民さくらまつり（～6日）
さがみはら産業展（～6日）
７日（月）
日商簿記検定試験　ネット申込（～5/7）、郵送申込

（～4/18）
11日（金）
青工研 通常総会・懇親会

※ ４ 月の専門相談日については、お問い合わせ下さい。
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東北から全国へインフォメーション

代表理事　長　田 　功
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
官公需適格組合（平成20・03・18関東第125号）

〒252－0239　神奈川県相模原市中央区中央3－7－5
TEL 042－776－6100　FAX 042－776－5656

　

日
本
商
工
会
議
所
は
じ
め
相
模
原
商
工
会
議
所

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
震
災
発
生
直
後
か
ら
義
援

金
や
救
援
物
資
の
提
供
、
経
営
指
導
員
の
派
遣
、

遊
休
機
械
の
無
償
提
供
な
ど
、
物
心
両
面
に
わ
た

る
ご
支
援
を
通
じ
て
復
興
へ
の
大
き
な
後
押
し
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
改
め
て
東

北
六
県
の
被
災
地
商
工
会
議
所
を
代
表
し
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
こ
の
３
月
で
震
災
か
ら
３
年
が

経
過
し
、
被
災
地
の
復
興
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
目
に
見
え
る
形
で
進
み
は
じ
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
地
域
に
よ
り
抱
え
る
課
題
は
異
な

り
、
進
捗
状
況
に
も
格
差
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　

今
も
な
お
15
万
人
以
上
が
故
郷
に
帰
る
こ
と
が

で
き
ず
に
い
る
福
島
県
で
は
、
県
民
が
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
除
染
作
業
が
進
ん

で
お
ら
ず
、
当
該
地
域
の
事
業
者
は
い
ま
だ
事
業

再
開
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
さ
え
立
つ
こ
と
が
出

来
な
い
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
津
波
被
害
の
大
き
か
っ
た
宮
城
・
岩
手

両
県
の
沿
岸
部
で
は
、
沈
下
し
た
土
地
の
か
さ
上

げ
や
防
潮
堤
の
建
設
も
遅
々
と
し
て
進
ん
で
お
り

ま
せ
ん
。
労
働
力
不
足
・
資
材
価
格
高
騰
な
ど
の

直
接
的
要
因
に
加
え
、
地
権
者
数
が
膨
大
な
こ
と

や
、
地
域
に
よ
っ
て
は
区
画
整
理
事
業
の
見
直
し

を
求
め
る
声
が
高
ま
る
な
ど
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
課
題
も
複
雑
に
変
化
し
て
お
り
、
迅
速
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ

ー
グ
ル
ス
の
日
本
一
達
成
や
、
２
０
２
０
年
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
決
定

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
被
災
地
が
勇
気
づ
け

ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
ま
し
た
。
私
ど
も
と
し

て
も
、
五
輪
誘
致
に
あ
た
り
東
京
開
催
の
意
義
の

一
つ
に
掲
げ
ら
れ
た
「
震
災
か
ら
の
復
興
」
が
加

速
的
に
進
む
よ
う
、
東
北
が
一
丸
と
な
っ
て
復
興

と
福
島
の
再
生
に
尽
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
経
済
の
復
興
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
震
災
で
失
っ
た
販
路
の
回
復
や
風
評
被
害

払
拭
・
風
化
防
止
と
い
う
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

商
談
会
や
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
の
事
業
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
地
域
と
企
業
に
活
力
を
も
た
ら
す

施
策
を
実
行
し
、
真
の
復
興
の
た
め
一
日
も
早
く

地
域
経
済
が
再
生
で
き
る
よ
う
、
日
本
商
工
会
議

所
な
ら
び
に
全
国
５
１
４
商
工
会
議
所
の
皆
様
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
奔
走
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

相
模
原
商
工
会
議
所
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
被
災
地
の
現
状
へ
の
ご
理
解
と
、
従
前
同
様

引
き
続
き
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
感
謝
の
こ
と
ば
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

東
北
か
ら
全
国
へ

震
災
か
ら
３
年
。

全
国
か
ら
の
継
続
的
な
ご
支
援
に

�

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

東
北
六
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長

�

鎌
　
田
　
　
宏
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第54回全国推奨観光土産品審査会／第61回神奈川県優良産業人表彰 インフォメーション

神奈川県相模原市中央区淵野辺４丁目16番14号

峰山霊園 墓石注文受付中相模原
市　営

本社　〒252-0324  神奈川県相模原市南区相武台1-25-7
ホームページアドレス：http://www.kanagawa-sekizai.co.jp

地元だからできる信頼と完全なアフターサービス

　0120-00-1514電話代無料

電話受付時間
午前9時～午後5時・火曜定休

全 優 石 認 定
全国優良石材店

外柵、石塔などの建墓に関する
保証の「保証書」を発行します。

Tel 042-747-5154
霊園総合案内センター

　

昨
年
11
月
29
日
、
第
54
回
全
国
推
奨
観
光
土
産

品
審
査
会
が
行
わ
れ
、
当
商
工
会
議
所
が
推
薦
し

た
市
内
の
３
店
舗
９
商
品
が
全
国
推
奨
観
光
土
産

品
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
今
回
新
た
に
認
定
さ
れ
た
ラ
イ
ス
ベ
ー
ス
に

つ
い
て
は
前
号
に
掲
載
）

　

こ
の
審
査
会
は
、
日
本
商
工
会
議
所
と
全
国
観

光
土
産
品
連
盟
の
共
催
で
全
国
各
地
の
観
光
土
産

品
の
中
か
ら
食
品
衛
生
・
品
質
・
公
正
表
示
・
郷

土
色
等
で
優
れ
た
観
光
土
産
品
を
「
全
国
推
奨
観

光
土
産
品
」
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観

光
土
産
品
の
発
掘
・
育
成
・
振
興
等
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、「
游
相
庵 

菓
匠 

盛
月
堂
」（
南
区
南
台

６
－
16
－
13
）
は
菓
子
部
門
の
商
品
（
栗
さ
が
み
、

相
模
小
町
、
鶴
舞
路
、
相
模
野
）
が
全
国
推
奨
観

光
土
産
品
と
し
て
再
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
か

で
も
「
栗
さ
が
み
」
は
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
努

力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
栗
さ
が
み
は
極
上
の
丹

波
栗
を
和
三
盆
糖

で
や
わ
ら
か
く
炊

き
上
げ
た
大
納
言

小
豆
、
白
小
豆
、

う
ぐ
い
す
豆
の
三

色
の
豆
で
包
み
込

ん
だ
上
品
な
和
菓

子
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
受
賞
に
際
し
、
代
表
の
片
野
氏
は
「
大

手
の
大
量
生
産
で
は
で
き
な
い
、
手
作
り
の
銘
菓

が
一
番
の
売
り
で
す
。
こ
の
郷
土
銘
菓
を
通
じ
て
、

相
模
原
と
い
う
ま
ち
を
知
っ
て
頂
く
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
が
一
番
の
喜
び
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
旭
屋
」（
中
央
区
水
郷
田
名
２
－
14
－

１
）
は
食
品
部
門
の
商
品
（
さ
が
み
の
桑
鳳 

＝

ダ
チ
ョ
ウ
＝
ジ
ャ
ー
キ
ィ
）、
菓
子
部
門
の
商
品

（
幸
せ
を
呼
ぶ
卵
、
風
干
し
鮎
せ
ん
べ
い
）
が
全

国
推
奨
観
光
土

産
品
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
風
干
し

鮎
せ
ん
べ
い
の

特
徴
は
、
相
模

川
の
名
物
で
も

あ
る
鮎
を
利
用

し
、
作
る
工
程

に
手
間
ひ
ま
を
か
け
、
鮎
の
塩
焼
き
を
意
識
し
た

自
家
製
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
新
た
に

パ
ッ
ケ
ー
ジ
箱
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

６
代
目
女
将
の
江
成
さ
ん
は
、
今
回
の
認
定
に

際
し
、「
こ
う
し
た
商
品
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ

り
、
相
模
原
に
来
た
こ
と
が
な
い
人
に
も
相
模
原

の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
ま
し
た
。

盛
月
堂
の
片
野
代
表
と
栗
さ
が
み

旭屋の「風干し鮎せんべい」

　

２
月
５
日
、
横
浜
情
報
文
化

セ
ン
タ
ー
で
、
神
奈
川
県
の
地

域
商
工
業
の
振
興
に
寄
与
し

た
事
業
主
と
従
業
員
を
表
彰

す
る
「
神
奈
川
県
優
良
産
業
人

表
彰
式
」
が
開
催
さ
れ
、
総
勢

１
４
５
名
が
受
賞
し
、
当
商
工

会
議
所
管
内
か
ら
は
11
名
が
受

賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
吉
川
副
知
事

（
黒
岩
県
知
事
の
代
理
）、
佐
々
木
県
商
工
会
議
所

連
合
会
会
頭
の
祝
辞
の
後
、
受
賞
者
へ
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
所
管
内
か
ら
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

▼
田
所
毅（
㈱
相
模
工
機
所
）▼
伊
藤
公
男（
㈱

伊
藤
典
範
）
▼
横
山
房
男
（
㈱
エ
ル
フ
）
▼
花
岡

康
昭（
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
相
模
事
業
所
）

▼
大
石
康
隆
（
㈱
紀
伊
國
屋
）
▼
川
嶋
浩
二
（
三

菱
重
工
業
㈱
汎
用
機
・
特
車
事
業
本
部
）
▼
安
藤

政
巳
（
三
ツ
輪
産
業
㈱
関
東
中
央
支
店
相
模
原
営

業
所
）
▼
渡
辺
信
広
（
㈱
ヘ
ル
ス
ケ
ア
）
▼
佐
藤

正
三（
東
京
特
殊
印
刷
工
業
㈱
）▼
柴
田
忠
雄（
㈱

サ
ッ
シ
ュ
サ
ー
ビ
ス
）
▼
秋
山
英
明
（
㈱
リ
ガ
ル

ジ
ョ
イ
ン
ト
）

第61回
神奈川県優良産業人表彰
～当商工会議所管内からは11名が受賞～

相模原の受賞者を代表して
表彰状を受け取る田所氏（左）

第 54 回
全国推奨
観光土産品
審 査 会

「
游
相
庵
菓
匠
盛
月
堂
」の『
栗
さ
が
み
』が
会
頭
努
力
賞
を
受
賞

「
旭
　
　
屋
」の『
風
干
し
鮎
せ
ん
べ
い
』が
観
光
土
産
品
推
奨
品
に
決
定
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神奈川なでしこブランド認定／相模原市トライアル発注認定企業紹介⑨インフォメーション

を
実
現
し
て
い
ま
す
。
室
内
環
境
条
件
を
改
善
し
、

ビ
ル
管
理
法
を
ク
リ
ア
し
、
更
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
防
止
・
静
電
気
等
の
防
止
等
の
問
題
も
解
決

し
快
適
で
衛
生
的
な
環
境
作
り
が
出
来
ま
す
。

　

当
社
の
開
発
製
品
は
、
新
築
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
室
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
、
増
改
築
工
事
に

合
わ
せ
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
空
調
は
、
個
別
空
調
シ
ス
テ

ム
が
主
役
と
な
り
ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
ス

ペ
ー
ス
、
エ
コ
加
湿
で
時
代
の
要
求
に
マ
ッ
チ
し

た
製
品
で
す
。

■
価
格
（
参
考
）

　

25
万
円

■
用
途

　

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

（
一
般
事
務
所
）、
工

場
（
実
験
室
）、
大

学
（
事
務
室
）
等

■
販
売
実
績

　

６
０
０
台

■
会
社
・
事
業
概
要

　

空
気
調
和
機
器
・
冷
却
装
置
・
加
湿
装
置
の
設

計
・
製
造
・
販
売
サ
ー
ビ
ス
及
び
機
器
搬
入
・
据

付
け
工
事

　

所
在
地　

南
区
南
台
５
－
12
－
11

　

代
表
者　

佐
竹　

義
健

　

電　

話　

０
４
２
－
７
０
１
－
０
０
１
７

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w
.eandas.co.jp

相
模
原
市
ト
ラ
イ
ア
ル
発
注
認
定
制
度

�

認
定
企
業
紹
介

（第 9 回）

株
式
会
社
イ
ー
・
ア
ン
ド
・エ
ー
・
シ
ス
テ
ム
ズ

■
認
定
製
品

　

天
井
埋
込
型
気
化
式
加
湿
器

■
製
品
の
概
要

　

気
化
又
は
、
蒸
発
の
原
理
を
応
用
し
た
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
内
の
個
別
空
調
用
天
井
埋
込
型
の
気
化
式

加
湿
器
で
す
。
気
化
式
加
湿
器
は
、
上
水
を
供
給

水
と
し
て
使
用
し
エ
レ
メ
ン
ト
を
湿
潤
状
態
に
し
、

そ
こ
に
空
気
を
流
し
気
液
接
触
さ
せ
る
事
で
自
然

蒸
発
（
気
化
）
さ
せ
る
加
湿
器
で
す
。
高
圧
ポ
ン

プ
や
熱
源
を
使
用
し
な
い
為
、
少
な
い
消
費
電
力

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
・
紙
器
・
梱
包
材
の
製
造
販
売
を

手
掛
け
る
㈱
東
鈴
紙
器
（
中
央
区
小
町
通
２
－
10

－
17
、
鈴
木
和
弥
代
表
取
締
役
）
が
自
社
の
ダ
ン

ボ
ー
ル
を
素
材
に
し
て
製
造
し
た
、
組
み
立
て
式

の
机
と
椅
子
が
、
第
１
回
「
神
奈
川
な
で
し
こ
ブ

ラ
ン
ド
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
同
ブ
ラ
ン
ド
は
、

女
性
が
開
発
に
貢
献
し
た
優
れ
た
製
品
を
県
が
認

定
す
る
も
の
で
す
。　

　
「
落
ち
着
き
を
育
て
る　

０
歳
か
ら
の
お
べ
ん

き
ょ
う
ご
っ
こ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

つ
け
た
こ
の
製
品
は
、
０
歳
か
ら
２
歳
く
ら
い
ま

で
の
幼
児
が
座
っ
て
お
絵
か
き
や
絵
本
読
み
が
で

き
る
サ
イ
ズ
で
、
色
は
ブ
ル
ー
、
ピ
ン
ク
、
イ
エ

ロ
ー
の
３
タ
イ
プ
あ
り
ま
す
。

　

椅
子
は
子
ど
も
が
足
の
裏
を
き
ち
ん
と
床
に
着

け
て
座
れ
る
高
さ
で
、
食
事
の
と
き
足
の
裏
が
床

に
着
い
て
い
る
と
物
を
噛
む
回
数
が
多
く
な
り
、

統
計
上
、
脳
と
顎
の
発
育
に
い
い
影
響
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
い
頃
か
ら
自
分
の
体

に
合
っ
た
椅
子
に
き
ち
ん
と
座
る
習
慣
を
つ
け
る

こ
と
は
、
将
来
の
学
校
生
活
な
ど
で
立
ち
騒
が
ず

に
先
生
の
話

を
よ
く
聞
く

習
性
を
養
う

こ
と
に
も
効

果
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い

ま
す
。
机
に

は
２
つ
の
引

き
出
し
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
使
用
に
耐
え
る
十
分
な
強
度
が
あ
り
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
パ
ー
ツ
だ
け
で
で
き
て
い
る
た
め

安
心
・
安
全
で
す
。
使
用
期
間
が
過
ぎ
た
後
は
一

般
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
と
同
じ
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
の
で
環
境
に
や
さ
し
い
特
長
も
備
え
て
い
ま

す
。
親
や
祖
父
母
が
キ
ッ
ト
の
組
み
立
て
を
し
た

り
、
机
の
上
で
お
絵
か
き
や
塗
り
絵
を
楽
し
む
愛

児
に
ほ
め
言
葉
を
か
け
な
が
ら
一
緒
に
遊
ん
だ
り

す
れ
ば
、
幼
い
心
に
大
切
な
思
い
出
が
刻
ま
れ
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
製
品
が
、
神
奈
川
な
で
し
こ
ブ
ラ
ン
ド
に

認
定
さ
れ
た
の
は
、
子
育
て
体
験
を
生
か
し
た
女

性
社
員
の
発
想
と
工
夫
が
生
か
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
同
社
の
西
出
英
子
さ
ん
た
ち
が
元
同
僚
の

出
産
祝
い
に
訪
れ
た
と
き
、「
子
ど
も
の
も
の
は

何
で
も
、
す
ぐ
に
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い

う
子
育
て
体
験
談
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
う

ち
の
会
社
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
幼
児
向
き
の
机
と
椅

子
を
作
っ
た
ら
面
白
い
の
で
は
…
」
と
い
う
プ
ラ

ン
が
持
ち
上
が
り
、
後
日
、
鈴
木
社
長
に
製
作
を

提
案
。
社
内
に
男
女
２
人
ず
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
、
設
計
、
製
造
、
モ
ニ
タ
ー

依
頼
と
い
っ
た
約
２
年
の
過
程
を
経
て
、
03
年
４

月
に
商
品
化
に
成
功
し
ま
し
た
。
現
在
は
自
社
と

ネ
ッ
ト
で
好
評
販
売
中
で
す
。

　

２
月
６
日
に
横
浜
で
行
わ
れ
た
認
定
式
に
は
開

発
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
出
席
し
、
黒
岩
知
事
か
ら
認

定
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
チ
ー
フ
の
西
出
さ
ん
は

「
会
社
の
取
り
扱
う
商
品
と
社
員
の
発
想
が
一
つ

に
な
っ
た
開
発
製
品
が
認
め
ら
れ
て
と
て
も
う
れ

し
い
。
広
い
意
味
で
の
知
育
と
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
次
の
製
品
を

企
画
中
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
東
鈴
紙
器
☎
０
４
２
－
７
７
４

－
０
４
８
８
。http://w

w
w

.to-re.net/

　

な
お
、
市
内
か
ら
は
当
商
工
会
議
所
女
性
会
が

開
発
し
た
市
内
産
粉
末
桑
茶
「
と
う
と
る
ん
」
も

な
で
し
こ
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
12
頁
参
照
）

女性の発想を活かした机と椅子

認定状を手にする
開発スタッフ

東
鈴
紙
器
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
品
が

神
奈
川
な
で
し
こ
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
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読 み 物相模原のお店・企業版「インターネット活用術」㉒／パソコン研修

有限会社コウチヤ
　　　代表取締役　藤 田 　実相模原の　　　

　お店・企業版「インターネット活用術」㉒
パスワード管理専用アプリのご紹介
■パスワード管理どうしていますか
　みなさんも既に数多くのWebサービスを利用していると思いま
すが、会員機能のあるサービスを利用するにはユーザー名とパス
ワードの登録が必要です。このパスワード、みなさんはどのように
管理していますか。
■パスワードはサイト毎に別のものを
　セキュリティ対策として「パスワードはサイト毎に別のものに
しておきましょう」と良く言われています。とはいえ、実際には
とても覚えられないため、わかりやすいパスワードを全てのサイ
トで共通に設定している方も多いようです。名前の一部や誕生
日、12345678など誰にでも類推できそうな言葉をパスワードにする
のは論外ですが、サービス毎に別のパスワードを設定することは、
セキュリティ対策として大変重要です。
　なぜ、同じパスワードを共通に使ってはいけないのでしょうか。
よほどセキュリティ意識に欠けた技術者が作ったプログラムでな
い限り、たとえ会員情報の内容を盗まれたとしてもそのままでは
パスワードは読めないように暗号化して保存しているのが一般的
です。しかし、暗号化のキーワードと一緒に盗まれてしまうと、解
析も大幅に容易になります。また、多くの会員情報にはメールア
ドレスが含まれており、事務局からのメールのふりをして偽のログ
インページに誘導し、パスワードを盗むことが容易になります。そ
こで盗まれたパスワードが同じメールアドレスで登録している他
のサイトでも共通に使われていると、簡単に不正アクセスされて
しまいます。特にショッピングサイトのようなクレジットカード情
報が保存されているサービスや、パスワードを忘れた時の通知先
に登録しているWebメールサービスのパスワードが盗まれた時の
被害は甚大になります。身に覚えのない買い物をされたり、ホー
ムページの更新権限やSNSアカウントなどを乗っ取られると、ス
パムやウィルスの配布元にされたり、不正アクセスの踏み台にさ
れたりすることがあります。
■パスワード漏洩の危険はすぐそこに
　会員情報はいかに自分自身でしっかり管理していてもWebサー
ビス側でハッキングされて盗まれることも多く、これまでYahoo!
やカカクコムなどの超大手でも犠牲になるほど、いつどのサイト
で盗まれても不思議ではないという認識も必要です。万が一パス
ワードを盗まれた場合でも被害の拡大を最小限にとどめるために
も、パスワードはサイト毎に別のものにしておく必要があります。

■パスワード管理ソフトの機能
　とはいえ実際には、サイト毎に複雑なパスワードを別々に設定し
覚えておくことは不可能に近いですね。そんな時に役立つのがパ
スワードマネージャー（パスワード管理ソフト）と呼ばれるアプリ
ケーションです。パスワードマネージャには、概ね以下のような機
能があります。
・ログインページごとのURL、ユーザー名、パスワードを保存し、

フォルダ分けなどで整理できる。
・サイト名やメモ情報などで絞り込み表示できる。
・クリック操作でブラウザで開きログインボタンのクリック操作ま

で自動で行ってくれる。
・マスターパスワードで起動しないと登録情報を見ることはできない。
・マスターパスワードでパスワードマネージャーのデータ自体を暗

号化する。
・ブラウザのプラグインなどと連動して、開いているページのユ

ーザー名やパスワードを簡単に入力できる。
・新しいサイトでログインすると、新たにデータとして保存するか

どうかを聞いてくれる。
・複雑なパスワードの案を自動生成してくれる。ワンタッチでその

まま入力欄に自動挿入も可能。
・パソコンが壊れてもデータを失わないようにDropboxなどのク

ラウドサービスと連携する。
　なお、パスワードマネージャーに登録した内容を失うわけには
いきませんので、クラウドサービスと連携してたとえパソコンが壊
れてもデータは失わないようにしておきましょう。クラウド共有サ
ービスを使うと、複数のパソコンやタブレットなどの機器との間で
共有できるのも大変便利です。
■お勧めのアプリケーション名
　筆者はiPhoneやiPadとも連動できる1Passwordというものを
Macで利用しています。確認してみると500件以上の会員情報を保
存していました。今では、毎日何回も利用する必須アプリケーショ
ンになっています。Windows版もメニューが英語版ですが提供さ
れています。その他、Windowsではロボフォームという製品が古
くから有名です。KeePass Password safeというオープンソー
スのものもあり、こちらもWindows用やMac、Linux用などが公
開されています。他にも色々ありますので、ぜひお気に入りのパ
スワードマネージャーを見つけてWebサービス毎に別のパスワー
ドで登録するようにしてください。取り扱う内容を考えてもできれ
ば有料のものをおすすめします。
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読 み 物 「知的財産権」このツボをおさえよう（最終回）／「今☆知っておきたいマネー学。」

　

最
近
、
ア
ッ
プ
ル
と
サ
ム
ソ
ン
の
特
許
訴
訟
の
記

事
が
目
立
つ
の
で
、
今
回
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
事

件
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
す
。

　

一
昨
年
12
月
に
、
東
京
地
裁
で
、
サ
ム
ソ
ン
が
ア

ッ
プ
ル
に
対
し
て
特
許
権
侵
害
の
損
害
賠
償
請
求
を

し
た
事
件
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
権
利

は
無
い
と
い
う
判
決
が
で
ま
し
た
。

　

ア
ッ
プ
ル
に
対
し
妥
当
な
実
施
料
の
請
求
を
し
て

実
施
許
諾
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
特

許
を
使
わ
せ
な
い
で
損
害
賠
償
を

請
求
す
る
、
と
い
う
主
張
は
成
り

立
た
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
争
い
は
、
サ
ム
ソ
ン
の
特

許
が
携
帯
の
通
信
シ
ス
テ
ム
の
標
準
規
格
に
採
用
さ

れ
た
こ
と
が
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
許
技
術
が

標
準
規
格
に
採
用
さ
れ
る
と
き
に
は
、
特
許
権
者
は
、

ど
の
企
業
に
対
し
て
も
平
等
な
条
件
で
、
あ
る
い
は

無
償
で
ラ
イ
セ
ン
ス
す
る
と
い
う
宣
言
を
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
サ
ム
ソ
ン
は
、
ア
ッ
プ
ル
に
対
し
て
、

誠
実
に
公
平
な
ラ
イ
セ
ン
ス
条
件
を
提
示
し
な
か
っ

た
よ
う
で
、
交
渉
が
決
裂
し
て
訴
訟
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　

東
京
地
裁
は
、
宣
言
に
よ
る
約
束
を
破
っ
た
の
は

信
義
則
に
反
す
る
と
い
う
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

　

サ
ム
ソ
ン
は
こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
知
財
高
裁

に
控
訴
し
ま
し
た
。

　

知
財
高
裁
で
は
、
通
常
は
３
人
の
裁
判
官
で
判
断

を
す
る
の
に
、
５
人
の
裁
判
官
で
判
断
を
す
る
「
大

合
議
」
と
い
う
裁
判
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
も
、
一
般
か
ら
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
意
見
募

集
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
意
見
が
裁
判
所
に

提
出
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
証
拠
と
し
て
採
用
し
ま
し

ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

標
準
規
格
の
制
定
に
携
わ
っ
た
人
や
、
他
の
ケ
ー

ス
で
標
準
規
格
に
関
す
る
特
許
の
取
扱
を
決
め
た
人

な
ど
か
ら
、
様
々
な
意
見
を
聴
取
し
て
、
よ
り
妥
当

な
判
決
を
出
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

賠
償
額
が
き
わ
め
て
高
額
で
、
世
界
が
こ
の
判
決

に
注
目
し
て
い
る
こ
と
と
、
判
決
が
与
え
る
社
会
的

影
響
が
大
き
い
か
ら
で
す
。

　

通
常
の
場
合
、
裁
判
所
は
、
法
律
の
規
定
に
従
っ

て
、
ま
た
、
例
え
ば
、
契
約
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の

契
約
の
条
文
を
解
釈
し
て
、
原
告
と
被
告
の
ど
ち
ら

の
言
い
分
が
正
し
い
か
を
判
断
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、
社
会
通
念
や
、
そ
の
業

界
の
商
慣
習
も
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

裁
判
官
が
そ
う
し
た
社
会
通
念
や
商
慣
習
を
必
ず

し
も
熟
知
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

広
く
意
見
を
聴
取
す
る
と
い
う
制
度
を
採
用
し
ま
し

た
。

　

刑
事
裁
判
で
は
陪
審
制
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
同
様
の
趣
旨
で
す
。
民
事
裁
判
で
は
、
で
き

る
だ
け
広
く
情
報
を
集
め
て
、
判
断
は
裁
判
官
が
行

う
と
い
う
こ
と
で
、「
大
合
議
」
と
意
見
聴
取
と
い

う
方
法
が
採
用
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　

今
年
３
月
頃
に
こ
の
判
決
が
出
る
そ
う
で
す
。

　

ご
質
問
や
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、

メ
ー
ル
を
下
さ
い
。

　

katopat@
jcom

.hom
e.ne.jp

「
知
的
財
産
権
」
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ツ
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よ
う
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第
11
回

ア
ッ
プ
ル
Ｖ
Ｓ
サ
ム
ソ
ン

少
額
投
資
非
課
税
制
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
に
つ
い
て

■
少
額
投
資
非
課
税
制
度
と
は

　

少
額
投
資
非
課
税
制
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
と
は
、
個
人
投
資

家
を
対
象
と
し
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
で
保
有
す
る
公
募
株
式

投
資
信
託
、
上
場
株
式
等
か
ら
得
ら
れ
る
配
当
所
得
お
よ
び

譲
渡
所
得
が
非
課
税
と
な
る
新
し
い
税
制
優
遇
制
度
で
す
。

「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
は
、
平
成
26
年
か
ら
平
成
35
年
ま
で
の
10
年

間
、
毎
年
１
０
０
万
円
を
上
限
と
し
て
投
資
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
ぞ
れ
投
資
を
は
じ
め
た
年
か
ら
最
長
５
年
間
の
非

課
税
期
間
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
最
大
５
０
０
万
円
（
毎
年
１
０
０
万
円
×
５

年
間
）
ま
で
非
課
税
投
資
枠
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１
．  

公
募
株
式
投
資
信
託
、
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
、
譲

渡
所
得
が
非
課
税

２
．  

口
座
開
設
可
能
期
間
は
平
成
26
年
１
月
か
ら
平
成
35
年

12
月
ま
で
の
10
年
間

３
．
非
課
税
投
資
枠
は
年
間
１
０
０
万
円
※

４
．  

投
資
を
は
じ
め
た
年
を
含
め
て
最
長
５
年
間
の
非
課
税

期
間

５
．  

口
座
開
設
は
、
お
ひ
と
り
さ
ま
１
口
座
、
１
金
融
機
関

の
み

　
　

※ 

そ
の
年
に
使
用
し
な
か
っ
た
非
課
税
投
資
枠
は
翌
年

以
降
に
繰
越
で
き
ま
せ
ん
。

■
サ
ー
ビ
ス
紹
介

　

少
額
投
資
非
課
税
制
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
の
概
要
、

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
の
開
設
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

店
舗
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
多
摩
信
用
金
庫　

相
模
原
支
店

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
６
－
７
１
１
１

　

ten068@
tam

ashin.net

今
★
知
っ
て
お
き
た
い

 

マ
ネ
ー
学
。

金
融
保
険
業
部
会
連
載
（
第
５
回
）

家庭のお風呂で温泉治療! !

相模物産株式会社 相模原市中央区上溝1878（全農ミート前）
TEL ０４２（755）3 5 2 1㈹

新開
発

神経痛・リュウマチ・月経痛・冷性
切傷・痛風・産前産後・打撲・捻挫
湿疹・凍症・皮膚亀裂・神経衰弱

［効能］
厚生省許可医薬品

お 祝 引 出 物
御葬儀即返し引出物

電話１本で訪問させていただきます。

受付時間 AM10：00～PM 6：00

0120-867-749Free Dial

（フリーダイヤル）
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CSR（社会的責任と貢献）を活用した環境経営（最終回）　他 読 み 物

相模原商工会議所電力使用量 1 月電力使用量　36,508kwh（昨年同月33,677kwh） 当商工会議所ではエコアクション21を認証取得
しております

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
や
廃
棄
物
リ

サ
イ
ク
ル
関
連
等
、
い
わ
ゆ
る
資
源
の
有
効
活
用
を

企
業
が
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
、
21
世
紀
型
の

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
構
築
に
繋
が
っ
て
い
く

と
い
う
お
話
を
し
て
き
ま
し
た
。
20
世
紀
初
頭
か
ら

の
大
量
生
産
大
量
消
費
の
時
代
に
は
、
安
く
良
質
の

商
品
や
イ
ン
フ
ラ
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
人
々
の
生

活
水
準
の
向
上
に
繋
が
り
、
そ
れ
が
企
業
の
社
会
的

使
命
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
急
激
な
工
業
化
は
公
害
や
自
然
破

棄
、
資
源
枯
渇
、
さ
ら
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
に
よ
る
地
球

温
暖
化
の
原
因
と
な
り
、
地
球
規
模
で
こ
の
問
題
に

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
や
企
業
の
あ
り
方
も
、
環
境
に
配

慮
し
た
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

志
向
し
て
お
り
、
ま
た
そ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り

高
品
質
で
提
供
で
き
る
技
術
や
ス
キ
ル
を
持
つ
企
業

が
今
後
生
き
残
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
企
業
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

少
し
前
か
ら
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営
」
と
い
う
ワ
ー
ド
を

よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
存
知
の
通

り
Ｃ
Ｓ
Ｒ
＝
企
業
の
社
会
的
責
任
と
認
知
さ
れ
て
お

り
、
企
業
が
自
社
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
社
会
に
ど
の

よ
う
に
貢
献
す
る
の
か
（
し
て
い
る
の
か
）
を
明
確

に
意
識
し
た
経
営
が
ト
レ
ン
ド
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
業
種
、
業
態
に
よ
っ
て
貢
献
や

責
任
の
果
た
し
方
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、
昨
今
で
は

や
は
り
環
境
面
や
人
権
面
に
配
慮
し
た
経
営
戦
略
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
で
あ
れ
ば
環
境
技

術
（
省
エ
ネ
新
エ
ネ
の
技
術
開
発
や
商
品
開
発
）
の

深
化
と
普
及
、
サ
ー
ビ
ス
業
界
で
あ
れ
ば
高
齢
者
社

会
へ
の
対
応
（
健
康
増
進
、
介
護
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）、
ま
た
産
業
界
全
体
と
し
て
女
性
・
障
害
者

な
ど
多
様
な
人
材
の
活
用
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
子
育
支
援
な
ど
）
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

当
然
な
が
ら
、
企
業
は
単
に
社
会
的
価
値
が
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

そ
の
価
値
が
経
済
的
価
値
（
収
益
）
に
繋
が
ら
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め
に
は
私
た
ち
の
企

業
を
見
る
目
も
変
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

企
業
を
規
模
や
歴
史
だ
け
で
見
る
の
で
は
な
く
、
ど

の
よ
う
に
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
か
、
を
ブ
ラ
ン
ド

選
択
の
判
断
基
準
と
し
て
、
そ
の
企
業
の
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
こ
と
で
自
分
た
ち
が
社
会
に
貢

献
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
消
費
行
動
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

以
前
よ
り
Ｓ
Ｒ
Ｉ
（
社
会
的
責
任
投
資
）
と
い
う

株
式
投
資
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
企
業
を
財
務
諸

表
だ
け
で
な
く
、
環
境
や
人
権
、
社
会
貢
献
な
ど
の

側
面
か
ら
評
価
し
投
資
銘
柄
を
選
定
す
る
と
い
う
方

法
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
し
た
投
資
に
よ
る
企
業
支

援
が
広
が
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
何
よ
り
一
般
消

費
者
・
社
会
全
体
が
企
業
の
姿
勢
や
社
会
的
価
値
を

正
し
く
判
断
し
評
価
で
き
る
仕
組
み
作
り
、
そ
れ
に

伴
う
情
報
公
開
・
啓
蒙
活
動
が
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

企
業
が
、
自
社
の
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
本
業
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
社
会
貢
献
を
行
う
こ
と
が
Ｃ

Ｓ
Ｒ
で
す
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
と
社
会

貢
献
そ
の
も
の
を
ビ
ジ
ネ
ス
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
社
会
貢
献
形
ビ
ジ
ネ
ス
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
と
呼
ば
れ
、
環
境
保
護
・
高
齢
者
／
障
害

者
の
介
護
・
貧
困
対
策
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
な
ど
、

（
地
域
）
社
会
に
お
け
る
社
会
的
課
題
の
解
決
を
目

的
と
し
た
事
業
モ
デ
ル
と
定
義
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
事
業
は
従
来
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
が
、
企
業
か
ら
の
寄
付
や
行
政
か
ら
の
補
助
金

を
ベ
ー
ス
と
し
た
収
益
で
事
業
経
費
を
賄
う
と
い
う

形
で
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
最
近
で
は
、
こ
う
し
た
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
寄
付
や
補
助
金
頼
り
で
は
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
確
立
さ
せ
、
継
続
的
発
展
的
に
事

業
化
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
広
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
は
や
り
海
外
が
先
行

し
て
お
り
様
々
な
事
業
モ
デ
ル
が
生
ま
れ
て
お
り
ま

す
。最
も
有
名
な
も
の
は
グ
ラ
ミ
ン
銀
行（
ム
ハ
マ
ド・

ユ
ヌ
ス
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
設
立
し
た
銀
行
）
で
、

農
村
部
の
貧
困
層
を
主
な
対
象
と
し
て
無
担
保
で
低

利
の
少
額
融
資
を
行
い
自
立
を
支
援
、
借
り
手
の
多

く
が
女
性
で
あ
り
融
資
の
返
済
率
が
高
く
採
算
が
取

れ
て
い
る
た
め
、
政
府
の
援
助
に
過
度
に
頼
ら
ず
融

資
先
を
拡
大
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
社
会
的
企
業
の

典
型
的
な
成
功
例
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
同
銀
行
と
ユ

ヌ
ス
は
２
０
０
６
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
）。

　

ま
た
社
会
貢
献
形
の
寄
付
や
資
金
調
達
を
ビ
ジ
ネ

ス
化
し
た
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

と
い
う
モ
デ
ル
も
登
場
し
て
い
ま
す
。
国

内
で
は
「READ

Y

　

FO
R

」
と
い
う
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が
有

名
で
す
が
、
例
え
ば
こ
こ
で
は
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
子
供
た
ち
や
企
業
を
応

援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
い
く
つ
も
立
ち

上
が
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
共
感
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
寄
付
（
ま
た
は
物
品
購
入
）

を
す
る
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
運

営
会
社
は
寄
付
な
ど
に
よ
り
調
達
さ
れ
た

資
金
か
ら
数
％
を
手
数
料
と
し
て
徴
収
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
貢
献
を

応
援
・
推
進
す
る
こ
と
が
ビ
ジ
ネ
ス
収
益

を
獲
得
す
る
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
は
、
こ
れ
か
ら
少
子
高
齢
化
が

ま
す
ま
す
進
み
人
口
減
社
会
に
向
か
っ
て

い
く
中
で
様
々
な
社
会
的
課
題
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
医
療
・
介
護
、
教
育
、
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
も
含
め
社
会
全
体

で
様
々
な
リ
ソ
ー
ス
を
シ
ェ
ア
し
活
用
し

て
い
く
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
企
業
に
お

い
て
も
「
競
争
」
か
ら
「
共
創
」
へ
価
値

観
を
変
え
て
い
く
必
要
が
有
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
一
年
間
に
わ
た
り
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
貴
社
に
お
け

る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
や
、
社
会
貢
献
型
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
活
用
し
た　

　
　
環
境
経
営

社
会
的
責
任
と
貢
献

第11回

Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営
①

 

～
こ
れ
か
ら
の
企
業
経
営
～

 

㈱
環
境
総
合
研
究
会
代
表
取
締
役　

鎌
田
健
司

Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営
②

 

～
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
～
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会員紹介 会員ＰＲコーナー 

会
員
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

掲
載
無
料
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
新
商
品
、
新
サ
ー
ビ
ス
な
ど
広
く
Ｐ
Ｒ
を
希
望
す
る
会
員
限

定
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
総
務
課
（
☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
掲
載
は
原
則
１
社
年
１
回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

オシャレを楽しむ大人のセレクトショップ

■ Blanc
〒252-0144　相模原市緑区東橋本1-24-17　クオーレ1F
☎＆FAX：042-855-0442

　常にトレンドを取り入れながらも、自分らしい
オシャレを楽しむ、チャーミングな大人の女性の
ファッションを、コンセプトに国内外よりセレクト
された商品が並びます。
　洋服をはじめ、バッグ、色鮮やかなアクセサリー、
季節ごとの小物など、コーディネートを楽しめるラ
インナップでワクワクするショッピングタイムをお
過ごし頂きたいと思います。

　また、数パターンのコーディネート例や、トレンドカラーの取り入れ方、お手入れ方法など、
お求め頂いた商品が頻繁にお使いいただけるように、アドバイスさせて頂きます。
　春満開になったBlancに是非足をお運び下さい。皆さまのご来店を心よりお待ち申しあげて
おります。

丹沢・陣馬山域で活動しています

■ NPO法人　北丹沢山岳センター

　神奈川県の最高峰蛭ヶ岳山頂に
建つ『蛭ヶ岳山荘』、東海自然歩
道上にある唯一の山小屋『神ノ川
ヒュッテ』、陣馬山頂に最短時間
で登れる駐車場『和田峠　峠の茶
屋』の運営、国内３大山岳レース
の１つ『北丹沢12時間山岳耐久
レース』や『陣馬山トレイルレー
ス』等国内で人気の山岳レースの
主催、植林や清掃ボランティア活
動等を丹沢・陣馬山域中心に活動
しています。

〒252-0184　相模原市緑区小渕1545-１
☎：042-687-4011　 FAX：042-687-3980　 E-mail：kitatanzawa@kib.biglobe.ne.jp
URL：http://www.kitatan.com/
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トップインタビュー 会員紹介

こ
れ
ま
で
の
職
歴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
銀
座
、
虎
の
門
、
霞
が
関
な
ど
の
オ
フ
ィ
ス

で
、
大
手
企
業
や
省
庁
向
け
の
団
体
旅
行
の
営
業

職
を
長
く
つ
と
め
ま
し
た
。
こ
こ
に
着
任
す
る
直

前
は
新
宿
に
あ
る
本
社
の
営
業
推
進
本
部
に
勤
務

し
、
神
奈
川
県
全
体
の
支
店
の
営
業
支
援
、
事
業

推
進
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
、
担

当
支
店
が
あ
る
相
模
原
、
横
浜
、
川
崎
、
横
須
賀
、

神
奈
川
県
西
な
ど
各
地
は
も
ち
ろ
ん
、
町
田
や
立

川
な
ど
の
隣
接
地
域
に
あ
る
企
業
、
行
政
、
学
校
、

組
織
団
体
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
提
案
で
き
る
か
と
研
究
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
相
模
原
で
活
か
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

豊
富
な
営
業
経
験
を
通
し
て
旅
行
の
イ
メ
ー
ジ
や

ニ
ー
ズ
は
変
わ
っ
た
と
感
じ
ま
す
か
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
団
体
旅
行
は
変
わ
っ
て

来
た
と
思
い
ま
す
。
20
年
程
前
ま
で
は
、
職
場
旅

行
を
は
じ
め
、
団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
温
泉
に
行
く
。

ま
た
、
添
乗
員
が
同
行
し
て
海
外
に
視
察
旅
行
に

行
く
な
ど
の
需
要
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
90
年
代
後
半
か
ら
団
体
旅
行
が
減
っ
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
と
も
に
、
国
内
だ
け

で
な
く
ハ
ワ
イ
な
ど
の
海
外
の
観
光
地
に
つ
い
て

も
お
客
様
が
よ
く
知
っ
て
い
る
時
代
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
団
体
旅
行
の
仕
事
も
発
想
を
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
旅
行
先
で
ど
の
よ
う
な

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
個
人
で
は
で
き

な
い
よ
う
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
企
画
な
ど
を
提
供
し

な
く
て
は
存
在
価
値
が
な
く
な
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
お
客
様
の

声
や
ニ
ー
ズ
を
聞
き
、
旅
行
す
る
こ

と
は
目
的
で
は
な
く
、
何
か
を
解
決

す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
変
化
し
て

き
ま
し
た
。」

具
体
的
に
は
ど
ん
な
業
務
を
。

　
「
企
業
や
学
校
、
各
自
治
体
な
ど

に
出
向
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に

耳
を
傾
け
、
そ
の
課
題
解
決
の
手
段
と
し
て
旅
行

や
イ
ベ
ン
ト
、
会
議
、
研
修
な
ど
を
ご
提
案
し
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
座
禅
に
よ
り
自
己
と
の
対

峙
で
自
分
を
見
つ
め
な
お
す
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｕ
Ｐ
と
い
う
課
題
に
対

し
て
ハ
ワ
イ
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
の
提
案
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
危
機
管
理
に
非
常

に
高
い
関
心
が
あ
り
ま
す
の
で
、
万
が
一
の
緊
急

事
態
に
お
い
て
、
学
校
が
い
か
に
し
て
生
徒
を
守

る
か
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、
本
格
的
な
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
設
定
し
て
ど
う
対
処
す
べ
き
か
を

学
ぶ
、
防
災
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。

他
に
も
留
学
生
を
活
用
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
海
外
進
出
す
る
日
本
企
業

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
多
く
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
ご

提
供
で
き
ま
す
。
お
客
様
に
ど
の
よ
う
な
価
値
を

提
供
で
き
る
か
を
常
に
考
え
て
お
り
ま
す
。」

ど
ん
な
将
来
展
望
を
持
っ
て
支
店
を
リ
ー
ド
し
ま

す
か
。

　
「
昨
年
、
海
外
か
ら
の
旅
行
客
が
１
０
０
０
万

人
を
超
え
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
今
、

日
本
の
文
化
に
対
す
る
海
外
の
関
心
が
非
常
に
深

ま
っ
て
い
ま
す
。
ア
ニ
メ
に
興
味
が
あ
っ
て
、
来

る
人
た
ち
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
２
０
年

に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
企
業
に
勤
め
る
外
国
人
も
増
え
、

国
際
交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
私
は
、

こ
こ
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
国
を
訪
れ
、
あ
る
い
は
滞
在
す
る
人

た
ち
が
多
様
な
地
域
の
文
化
に
関
心
を
持
ち
、
実

際
に
足
を
運
ん
で
住
民
と
交
流
す
る
お
手
伝
い
を

し
た
い
で
す
ね
。
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
の
魅
力
を
積

極
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
絶
対
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

相
模
原
市
に
つ
い
て
言
え
ば
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
あ
る

こ
と
、
は
や
ぶ
さ
の
故
郷
と
い
う
こ
と
を
ま
だ
知

ら
な
い
人
が
県
内
に
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

津
久
井
の
自
然
や
藤
野
の
芸
術
村
、
相
模
原
市
に

た
く
さ
ん
あ
る
個
性
豊
か
な
各
大
学
の
存
在
な
ど

が
一
体
と
な
っ
た
魅
力
は
外
か
ら
の
人
た
ち
を
引

き
付
け
る
の
に
十
分
な
発
信
力
を
備
え
て
い
ま
す
。

学
校
、
企
業
、
行
政
が
一
つ
に
な
っ
て
相
模
原
の

魅
力
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
た
い
で

す
ね
。
ま
だ
開
店
間
も
な
い
支
店
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
多
く
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案
を
通
じ

て
、
従
来
の
旅
行
会
社
か
ら
脱
皮
し
た
、
交
流
文

化
事
業
の
拠
点
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

交
流
文
化
事
業
を
目
指
し
ま
す
！

Top 
Interview
トップ
インタビュー

福岡県生まれ。成蹊大卒。横浜市在住。
妻とペットの犬 ２匹と暮らす。5２歳。

㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
セ
ー
ル
ス

法
人
営
業
相
模
原
支
店　
支
店
長

伊
藤
弘
一
郎�

さん

相
模
原
市
南
区
相
模
大
野
３
︲
13
︲
15

第
３
タ
カ
ビ
ル
３
Ｆ

☎ 

０
４
２
︲
７
０
１
︲
２
１
６
０

℻ 

０
４
２
︲
７
０
１
︲
２
１
６
１

http://www.jtb.co.jp/shop/houjinsagami/

1 

2日目研修会場例 
東京グランドホテル 

徹底した自己対峙 

【曹洞宗の宗務庁(本部)が経営する東京グランドホテル】 
 総本山永平寺の僧侶を筆頭に全国の僧侶がここで研修をおこないます 

ＺＥＮ を活用したキャリア開発研修 

ＰＩＴ ＩＮ 
ビジネスレースを走るあなたへ 
徹底した自己対峙の２日間 

キャリア開発研修のテキスト
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わが院の『いち押し』会員紹介

院
わが

の『
い
ち
押
し
』

　

淵
野
辺
公
園
近
く
の
弥
栄
に
あ
る
「
医
療
法
人

誠
真
会　

横
山
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」（
横
山

尚
人
理
事
長
）
は
お
洒
落
な
西
洋
館
の
た
た
ず
ま

い
。
桜
の
時
期
に
は
と
り
わ
け
印
象
深
い
趣
を
か

も
し
出
し
ま
す
。
開
業
か
ら
40
年
近
く
に
わ
た
り
、

患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
治
療
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
患
者
さ
ん
た
ち
の
あ
い
だ
で
評
判

と
な
り
、
口
コ
ミ
で
「
歯
の
こ
と
な
ら
何
で
も
横

山
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
ま
か
せ
る
の
が
い
ち

ば
ん
」
と
い
う
評
価
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
歯
科
治
療
で
も
矯
正
歯
科
治
療
で
も
患
者

さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
て
最
適
の
治
療
を
施
し

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般

歯
科
治
療
で
は
、「
で
き
る
だ
け
歯
を
抜
か
な
い

で
治
療
す
る
こ
と
」
を
基
本
方
針
に
し
て
い
ま
す
。

歯
の
根
元
か
ら
し
っ
か
り
と
治
療
し
、
歯
を
残
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
優
れ
た
技
術
が
必
要
で
あ

る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
当
院
の
歯
科

医
師
が
優
れ
た
技
術
と
患
者
さ
ん
へ
の
思
い
や
り

の
心
を
備
え
て
い
る
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
の
満
足

度
が
高
い
こ
と
が
証
明
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
へ
の
思
い
や
り
の
真
心
は
オ
ー
ナ
ー

の
徹
底
さ
れ
た
教
育
の
も
と
に
、
や
さ
し
い
応
対
、

適
切
な
処
置
、
緊
密
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
院
内
を

明
る
い
雰
囲
気
で
包
ん
で
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は

「
人
の
心
を
つ
か
む
歯
科
医
院
で
あ
り
た
い
」
と

口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

矯
正
歯
科
治
療
の
分
野
で
は
、
日
本
矯
正
歯
科

学
会
の
認
定
医
と
指
導
医
の
資
格
を
持
つ
専
門
医

を
東
京
の
国
立
大
学
か
ら
招
い
て
い
ま
す
。
八
重

歯
や
乱
杭
歯
な
ど
不
揃
い
の
歯
並
び
は
、
十
分
な

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
で
き
な
い
た
め
虫
歯
や
歯
周
病

に
な
る
心
配
が
あ
り
、
噛
み
合
わ
せ
の
悪
さ
は
健

康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
当
院
で
は
歯
だ
け
で
な
く

頭
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
り
、
頭
蓋
骨
や
あ
ご
な
ど

を
詳
細
に
分
析
し
た
上
で
、
治
療
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
可
能
な
限
り
痛
み
の
少
な
い
治
療
、
で
き

る
だ
け
目
立
た
な
い
矯
正
具
の
使
用
が
特
長
で
す
。

　

子
ど
も
の
場
合
は
歯
の
生
え
方
や
あ
ご
の
成

長
の
状
態
に
応
じ
て
矯
正
を
開
始
す
る
の
に
適

し
た
時
期
が
あ
る
た
め
、
子
ど
も
の
歯
並
び
を
心

配
さ
れ
て
い
る
保
護
者
の
方
は
、
早
め
に
相
談
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ス
タ
ッ
フ
が
親

切
に
対
応
し
て
く
れ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
一
人
は
「
歯
科
治
療
は
医
療
で
あ

る
と
同
時
に
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
も
あ
り
ま
す
。
患

者
様
の
気
持
ち
と
要
望
を
何
よ
り
大
切
に
す
る
か

ら
で
す
。
患
者
様
の
心
と
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
の
気

持
ち
が
一
つ
に
結
び
合
っ
た
と
き
、
調
和
が
生
ま

れ
、
理
想
の
治
療
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
自
他

一
体
の
愛
、
愛
あ
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
繁
栄
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
数
字
を
追
う
の
で
は
な
く
、
診
療

を
通
し
て
社
会
と
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
の

が
私
た
ち
の
願
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

院
内
は
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
、
古
代
ロ
ー
マ
か
ら
続
く
飾
り
柱
等
々
、
美
術

館
さ
な
が
ら
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
調
度
品
、
そ
し

て
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
聖
歌
、
ス
タ
ッ
フ
が
摘
ん
で
来

た
自
然
の
山
野
草
も
患
者
さ
ん
の
心
を
和
ら
げ
、

「
い
や
し
」
の
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て
い
ま
す
。

是
非
一
度
見
学
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

医
療
法
人
誠
真
会

横
山
デ
ン
タ
ル・ク
リ
ニ
ッ
ク

一
般
歯
科
医
療
と

�
矯
正
歯
科
医
療

「
自
他
一
体
の
愛
」
モ
ッ
ト
ー
に

�

卓
越
し
た
技
術
と
優
し
い
心
で
診
療

相
模
原
市
中
央
区
弥
栄
２
︲
９
︲
11

☎ 

０
４
２
︲
７
５
６
︲
２
６
０
１

　

予
約
制
の
た
め
診
療
時
間
・
休
診
日
は

　

電
話
で
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

西洋の建物を思わせる外観

スタッフの優しさに包まれた診療室

院内のステンドグラス
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Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
５　
内
部
団
体
ト
ピ
ッ
ク
ス

し
毛
髪
に
つ

い
て
は
５
～

10
年
で
一
般

に
広
が
る
治

療
法
に
な
る

の
で
は
な
い

か
。
現
在
、

患
者
を
助
け

る
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
継
続
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
で
も
良
い
治
療
法
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
ぜ
ひ
期
待
し
て
ほ
し
い
」
と
続
け
ま
し
た
。

　

将
来
的
に
は
私
た
ち
の
生
活
に
も
関
わ
っ
て
く

る
で
あ
ろ
う
再
生
医
療
。
聴
講
者
に
と
っ
て
は
今

後
へ
の
期
待
が
い
っ
そ
う
高
ま
る
講
演
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

近
未
来
技
術
研
究
会
（
西
澤
勇
司

会
長
）
は
２
月
７
日
、
市
立
産
業
会

館
で
本
年
度
の
第
４
回
例
会
と
な
る

講
演
会
を
実
施
。
当
日
は
、
市
民
や

企
業
経
営
者
な
ど
64
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
演
の
テ
ー
マ
は
「
再
生
医
療
」。

講
師
に
は
、
ヌ
ー
ド
マ
ウ
ス
を
モ
デ

ル
と
し
た
毛
髪
の
再
生
に
成
功
、
同

分
野
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
東
京
理

科
大
学 

総
合
研
究
機
構
の
辻
孝
（
つ
じ
た
か
し
）

教
授
を
招
き
、
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
生
体
を
維
持
す
る
幹
細
胞
や
、

iP
S

細
胞
、
ま
た
そ
れ
ら
を
利
用
し
た
角
膜
や
唾

　

女
性
会
（
猪
熊
幸
江
会
長
）
で
販
売
し
て
お
り

ま
す
市
内
の
桑
の
葉
を
原
材
料
に
使
用
し
た
桑
茶

「
と
う
と
る
ん
」
が
、
神
奈
川
な
で
し
こ
ブ
ラ
ン

ド
に
認
定
さ
れ
、
２
月
６
日
、
テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ

ウ
ヨ
コ
ハ
マ
２
０
１
４
で
開
催
さ
れ
た
認
定
式
に

会
長
・
副
会
長
計
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
女
性
団
体
等
が
開
発
に
貢
献
し

て
生
ま
れ
た
特
に
優
れ
た
商
品
を
神
奈
川
県
が
認

定
す
る
も
の
で
、
広
く
女
性
の
登
用
や
活
躍
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

認
定
式
で
は
、「
な
で
し
こ
ブ
ラ
ン
ド
」
44
件
、

「
な
で
し
こ
の
芽
・
種
」
４
件
の
受
賞
者
に
黒
岩

県
知
事
よ
り
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
猪
熊
会
長
を
含
め
た
認
定
者
７
名
と
、

知
事
並
び
に
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
残
間
里
江

子
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
、
開
発

に
至
っ
た
経
緯
、
苦
労
し
た
点
、
や
り
が
い
、
喜

び
を
感
じ
た
点
等
の
想
い
を
披
露
し
ま
し
た
。「
と

う
と
る
ん
」
の
注
文
に
つ
い
て
は
、
女
性
会
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
５

　

都
市
産
業
研
究
会
（
中
嶋
幸
夫
会
長
）
で
は
１

月
29
日
、
市
立
産
業
会
館
で
市
民
な
ど
を
対
象
と

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
と
も
に
考
え
よ
う
！
相
模

原
の
未
来
、
日
本
の
未
来
」
を
開
催
し
、
市
民
や

行
政
関
係
者
約
１
２
０
名
の
方
々
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
第
１
部
で
基
調
講
演
と
し
て
、
相
模

原
市
都
市
計
画
審
議
会
会
長
で
明
治
大
学
専
門
職

大
学
院
長
の
市
川
宏
雄
教
授
の
講
演
と
、
第
２
部

で
は
市
内
青
年
団
体
の
代
表
５
名
に
よ
る
相
模
原

の
15
年
後
の
姿
を
討
論
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

市
川
教
授
は
、
相
模
原
は
今
後
発
展
す
る
都
市

と
し
て
立
地
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
た
興

味
深
い
話
を
披
露
し
、
第
２
部
で
は
若
手
産
業
人

が
真
剣
に
ま
ち
の
将
来
を
考
え
る
姿
勢
に
参
加
者

の
共
感
が
広
が
り
、
新
し
い
提
言
書
の
発
行
に
向

け
て
大
変
有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し

た
。

※ 

な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
（
録
音
）
は
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
「
都
産
研
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に

て
順
次
ご
聴
取
い
た
だ
け
ま
す
。

参
考
都
市
視
察
研
修
会
報
告

�

２
月
度
事
業
「
長
野
県
内
を
視
察
」

　

２
月
14
日
～
16
日
、
恒
例
の
参
考
都
市
視
察
研

市
内
産

粉
末
桑
茶「
と
う
と
る
ん
」が

神
奈
川
な
で
し
こ
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
！

女性会

黒岩知事とのトークショー

液
腺
等
の
器
官
再
生
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
、
ま

た
男
性
型
脱
毛
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
そ
の
対
策
に

つ
い
て
も
言
及
。
他
に
も
細
胞
の
受
託
製
造
会
社

に
よ
る
、
事
業
モ
デ
ル
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
展

望
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
辻
教
授
は
、
再
生
医
療
の

今
後
に
つ
い
て
「
臓
器
の
再
生
は
ま
だ
世
界
中
で

誰
も
な
し
得
て
い
な
い
が
、
ぜ
ひ
日
本
で
成
功
さ

せ
た
い
」「
臓
器
器
官
の
種
（
細
胞
）
を
流
通
さ

せ
る
し
く
み
を
日
本
で
構
築
し
、
臓
器
移
植
を
待

つ
患
者
を
は
じ
め
、多
く
の
命
を
救
う
こ
と
が
夢
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
質
疑
で
は
、
医
療
現
場
に
お
け

る
歯
の
再
生
治
療
の
実
現
時
期
に
つ
い
て
「
あ
と

20
年
は
か
か
る
」
と
回
答
。「
幹
細
胞
か
ら
歯
を

つ
く
り
出
す
ま
で
に
約
５
年
の
時
間
を
要
し
た
が
、

安
全
性
の
実
証
に
は
更
な
る
時
間
が
必
要
。
し
か

近
未
来
研

近未来の
再生医療実現に期待！

～公開講演会に64人～

再生医療について語る辻教授

修
会
を
開
催
し
、

会
員
７
名
が
参
加

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、

相
模
原
市
の
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の

参
考
と
す
る
た
め
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
今
年
度
は
、「
環
境

モ
デ
ル
都
市
」
と
し
て
国
の
認
定
を
受
け
た
長
野

県
飯
田
市
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
当
日
は
記
録
的
な
大
雪
と
重
な
り
、

行
程
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
が
、
無
事
視
察
を
終

え
て
帰
着
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
大
雪
で

は
あ
っ
た
が
記
憶
に
残
る
視
察
研
修
会
だ
っ
た
」

と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

相
模
原
の

15
年
後
に
つ
い
て

若
手
産
業
人
が
討
論

�

１
月
度
事
業
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

都産研

飯田市のエコハウスで
説明を聴く参加者　　
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青工研／青年部／会員企業ビジネス交流会　他アクティブ５

　

相
模
原
市
青
年
工
業
経
営
研
究
会
（
小
林
昌
純

会
長
）
は
２
月
１
日
、
市
立
産
業
会
館
で
『
ビ

ジ
ネ
ス
交
流
会
in
さ
が
み
は
ら
』
を
開
催
し
、

１
２
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
創
造
す
る
た
め
に
、
当
会

商
機
創
造
事
業
部
が
企
画
・
運
営
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
青
工
研
会
員
企
業
33
社
が
ブ
ー
ス
を

出
展
。
会
員
は
、
自
社
の
強
み
・
推
進
し
た
い
事

業
等
を
熱
心
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
実
際
に
商
談
の
成
立
し
た
会
員
も
お

り
、
新
し
い
商
機
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

な
お
、
交
流
会
に
先
立
ち
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、

講
師
の
㈱
エ
ー
ワ
ン
精
密
取
締
役
相
談
役
・
梅
原

勝
彦
氏
か
ら
は
、
会
社
経
営
の
哲
学
な
ど
刺
激
的

な
話
を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
相
模
原
市
内
の
工
業
技
術
力
や
可
能
性

を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
に
、
当
会
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
部
の
企
画
・
運
営
に
よ
り
、『
全
日
本
製
造

業 

コ
マ
大
戦 

相
模
原
場
所
』
を
同
時
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
24
社
が
参
戦
し
、
自
社
が
誇
る
技
術
と

情
熱
を
か
け
た
勝
負
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

優
勝
の
栄
冠
は
『
チ
ー
ム
あ
ず
き
（
㈲
斎
藤
プ
レ

ス
）』
に
輝
き
、
相
模
原
勢
で
は
『
コ
マ
セ
イ
（
㈱

コ
バ
ヤ
シ
精
密
工
業
）』
が
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
多
く
の
子
供
た
ち
も
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
観
戦
し
て
お
り
、
将
来
、
相
模
原
の
工
業
を
担

っ
て
く
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
の
拡
大
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど

の
場
と
し
て
、
２
月
18
日
に
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
26
社
32
名
の
参
加
を

得
て
、
活
発
な
情
報
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ
さ
が
み
は
ら
を
会
場
に
し
た

第
１
部
で
は
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
分
か
れ
て
、
自
社

の
企
業
Ｐ
Ｒ
や
商
品
等
に
つ
い
て
積
極
的
な
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
Ｉ
Ｌ　

Ｆ
Ａ

Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
（
イ
ル
フ
ァ
ボ
ー
レ
）
に
会
場
を
移
し

て
行
わ
れ
た

第
２
部
の
交

流
懇
親
会
で

は
、
参
加
者

同
士
が
自
由

な
雰
囲
気
の

中
で
料
理
を

堪
能
し
な
が

ら
歓
談
し
、

有
意
義
な
時

間
を
過
し
ま
し
た
。

　

当
日
実
施
し
た
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、

「
今
後
、
取
引
や
交
流
を
始
め
た
い
企
業
が
あ
り

ま
す
か
」
の
設
問
に
対
し
、
９
割
程
度
の
企
業
か

ら
「
あ
る
」「
検
討
中
」
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
を
受
け
当
商
工
会
議
所
で
は
、

平
成
26
年
度
も
会
員
企
業
同
士
の
取
引
拡
大
の
た

め
、
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

青工研
も
の
づ
く
り
の
未
来
見
つ
け
た
！

�『
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
in

�

さ
が
み
は
ら
』開
催

自社を売り込む会員

　

青
年
部
（
長
谷
川
光
明
会
長
）
で
は
２
月
５
日
、

市
立
産
業
会
館
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会
「
さ
が
み

は
ら
商
人
思
草
塾
」
に
お
い
て
、
企
画
・
運
営
に

尽
力
、
事
業
成
功
の
原
動
力
と
し
て
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。

　

本
講
演
会
は
、
市
及
び
当
所
が
主
催
、
商
店
連

合
会
・
当
所
商
業
部
会
・
当
所
青
年
部
を
企
画
主

幹
と
し
て
運
営
さ
れ
、
市
内
の
若
手
経
営
者
、
商

店
後
継
者
の
育
成
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

　

今
年
度
は
講
師
に
金
井
路
子
氏
（
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
）
を
招
き
、「
個
店
に
で
き
る

Ｉ
Ｔ
活
用
術
」
に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
80
名
の
来
場
者
が
あ
り
、
明
日
か
ら

実
践
可
能
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
、
受
講
者
は
皆
一

様
に
熱
心
な
様
子
で
講
師
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。
＝
上
写
真
は
塾
会
場
、
下
は
講
演
す
る
金

井
氏

「
さ
が
み
は
ら

商あき
ん
ど人
思しぐ
さ草
塾じゅく
」を
開
催

 

企
画・運
営
に
貢
献
!!

青 年 部

協会けんぽ加入者のみなさまへ

平成26年度の協会けんぽ神奈川支部の健康保険料率は
引き続き据え置きますが、介護保険料率が変わります

協会けんぽ神奈川支部
☎045-339-5533（代表）

〒240-8515　横浜市保土ヶ谷区神戸町134
横浜ビジネスパークイーストタワー2階

http://www.kyoukaikenpo.or.jp 協会けんぽ  検索 　　

　協会けんぽの健康保険料率については、昨年、健康保険法等が改正されたこと
を踏まえ、準備金を取り崩すことにより据え置きます。
　一方、介護保険料については、介護給付費が年々増加していることに伴い、協
会けんぽが負担しなければならない額（介護納付金）も増加し、このままでは
7００億円を超える赤字が見込まれるため、介護保険料率については本年 3 月分（ 4
月納付分）より引上げをお願いせざるを得なくなりました。

現　行　９・９８％ 健康保険料率 平成２6年３月分　
（４月納付分）から据え置き

現　行　1・55％ 介護保険料率 平成２6年３月分　
（４月納付分）から 1・７2％

♦4０歳から64歳までの方（介護保険第2号被保険者）は、健康保険料率に介護保険料率が加わります。
♦ 変更後の健康保険料率と介護保険料率の適用は、3月分（4月納付分）からとなります。また賞与につては、支給日が3月

1日分からとなります。

（南　区
会場版）

盛況
でした！

会
員
企
業

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

第 3 回

自社PRをする参加者

精
密
技
術
が
火
花
を
散
ら
す
！

コ
マ
大
戦
相
模
原
場
所
同
時
開
催
！
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インフォメーション建設業部会講演会／チラシ同封サービス　他

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～

�

か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

 

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会

　

信
用
保
証
協
会
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
が
金
融
機

関
か
ら
事
業
資
金
を
調
達
す
る
と
き
に
、
保
証
人
と
な

り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

保
証
制
度
の
ご
案
内

○
経
営
力
強
化
保
証
制
度

　

国
の
認
定
を
受
け
た
支
援
機
関
か
ら
事
業
計
画

の
策
定
支
援
や
継
続
的
な
経
営
支
援
を
受
け
て
経

営
改
善
に
取
組
む
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
向
け
の
商

品
で
す
。

　

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
際
に
経
営
力
強

化
保
証
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
信
用
保
証

料
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
連
携
サ
ポ
ー
ト
１
８
０

　

一
定
の
企
業
規
模
や
財
務
基
盤
を
も
つ
中
小
企

業
の
皆
さ
ま
向
け
の
商
品
で
す
。

　

無
担
保
保
証
の
限
度
額
が
最
大
１
億
８
千
万
円

と
な
り
、
融
資
実
行
後
も
当
協
会
と
金
融
機
関
が

連
携
し
て
期
中
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会　

相
模
原
支
所

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

　

http://w
w

w
.cgc-kanagaw

a.or.jp
神奈川県

信用保証協会
キャラクター

カナモ

葬祭綜合
センター ㈱ 伊 藤 典 範 直営　白雲殿

斎場　紫雲殿

　0120-42-9039 http://www.ito-tenpan.com
い とう てん ぱん

フリーダイアル

＝ 大駐車場完備（150台） ＝24時間年中無休

設備内容
控室・バスルーム付日本間３室

大・中・小あわせて３斎場
（葬儀に対して使用料無料）

　

相
模
原
商
工
会
議
所
建
設
業
部
会
（
谷
津
弘
部

会
長
）
で
は
２
月
12
日
、
市
立
産
業
会
館
で
「
な

ぜ
本
邦
建
設
業
は
海
外
進
出
が
出
来
な
い
の
か
」

と
題
し
て
、
経
営
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

中
小
建
設
企
業
の
中
に
は
、
今
後
海
外
展
開
へ

の
意
欲
が
あ
る
も
の
の
、
海
外
事
業
へ
の
知
識
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
も

少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
、
建
設
業

の
海
外
進
出
が
進
ま
な
い
要
因
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
、
わ
が
国
の
建
設
業
の
強
み
と
弱
み
を
考

え
る
契
機
に
し
て
も
ら
お
う
と
㈱
オ
リ
エ
ン
タ
ル

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
・
代
表
取
締
役
会
長
の
廣
谷
彰

彦
氏
よ
り
、
最
近
の
海
外
建
設
市
場
の
動
向
や
海

外
展
開
に
向
け
た
課
題
、
展
望
に
つ
い
て
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
日
本
企
業
の
海
外
進
出
の
問

題
点
が
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
た
」「
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
」
等
の
感
想
が
あ
り
、

今
後
の
企
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
参
考
と
な
る

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

建
設
業
の
海
外
進
出
を
考
え
る

 

～
建
設
業
部
会
経
営
講
演
会
を
開
催
～

海外進出について語る廣谷氏

http://www.ssp21.or.jp

相模原商工会議所

産業界の活力で新相模原を創出
会員とともに行動、変革、そして未来へ 52012 年 5 月号 No.454

認証・登録番号0007706

相模原の天然水
さがみの
潤水
販売開始 5p, 16p

Ⓐ �多彩な料理を低価格で提供� �
「㈲オリーブの実」� � 9ｐ
Ⓑ �緑区公式キャラクター「ミウル」を制作�
「プージャ」� 8ｐ
Ⓒ �産業会館パソコン研修 無料体験実施中� 11ｐ
Ⓓ �「新入社員研修」での電話応対研修� 5ｐ
Ⓔ �さがみはらの天然水“さがみの潤水”� �
販売開始セレモニー　市民桜まつりにてPR

� 5p,16ｐ
Ⓕ �「グリーン・コンパクトシティ　2012提言書」を
相模原市長へ提出　都市産業研究会� 13ｐ

Ⓐ Ⓑ

Ⓓ

Ⓕ

Ⓒ

Ⓔ

御社のチラシを４５００会員事業所へお届け

御社のチラシ広告を折込しませんか。
「相模原商工会議所会報チラシ同封サービス」

◆A4判：51,300円（税込み）　◆A3判：82,080円（税込み）　 会員限定

◆発行日・発行部数：毎月 1 回　1０日発行　4,5００部
◆配付先：相模原商工会議所会員事業所、官公庁、近隣商工会議所など
◆お問い合わせ：総務課　☎ ０42-753-8131

取引拡大 郵送費の
コスト削減に！
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新入会員紹介／誌面（寄稿）の一部リニューアルについて　他インフォメーション

消費税法改正にともなう
税率変更対応に関するお知らせ 　これまで寄稿いただいておりました「知的財産権」このツ

ボをおさえよう（テクノフジ特許事務所 弁理士 加藤雄二氏）
と「CSR（社会的責任と貢献）を活用した環境経営」につ
きましては、今月号で最終回となり掲載終了となります。こ
れまでご愛読いただきありがとうございました。
　 4 月号からは、市民や企業が簡易に取り組める企業活動（神
奈川大学 人間科学部人間科学科教授 松本安生氏）と地域の
小売店の販売促進（有村コンサルティングオフィス 中小企
業診断士 有村知里氏）についての記事を掲載いたします。
　引き続きよろしくお願いいたします。

誌面（寄稿）の一部リニューアルについて

　平成26年 4 月 1 日から消費税率が 5 ％から 8 ％へ引き上げら
れます。当商工会議所では、 4 月より以下の使用料及び手数料
等を改定させていただきます。
　【主な項目】
　　○ 会員証明手数料、貿易証明手数料、検定試験受験料、  

商工会館会議室等利用料、労働保険事務委託手数料、  
会報広告掲載料、会報チラシ折込料、   
ホームページ広告掲載料 など

　皆様方には大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協
力をお願い申し上げます。
　※改定金額につきましては、当所ホームページでご確認ください。

新会員紹介
※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

（平成26年1月1日〜1月28日）

部　会 事業所名 代表者名 住　　所 電話番号 事業内容

商 業 ㈲　マ　　　サ　　　ハ 細谷　政幸 南区古淵2-18-3
山政第1ビル5F ０42-786-4525 物販販売・不動産管理

工 業 ア ー ル エ ス プ ロ ㈱ 中根　重弥 中央区東淵野辺5-23-18 ０42-757-38０8 電子部品の実装

工 業 �同　工　　　夫　　　舎 大西 威一郎 中央区相模原3-5-7　ライオンズ
マンション相模原第三 5０3号 ０42-758-652０ 中小企業向けコンサルティング

サービス　各種機器製造販売

サービス業 ㈲　う　ま　い　も　の
鳥忠さがみの亭橋本店 遠藤　典夫 緑区橋本3-27-1０ ０42-772-3326 から揚げ、おすし、サラダの店

サービス業 ＴＥＲＲＡ不動産鑑定 萩原　国彦 南区上鶴間6-16-15 ０42-851-6０68 不動産鑑定、マンション管理組合
支援、再開発コンサルティング

サービス業 中 国 文 化 塾 劉　　玉蓮 中央区淵野辺2-1０-1-5０6 ０42-758-5０87 中国語教室、中国語通訳翻訳、文
化交流

サービス業 医 療 法 人 誠 真 会
横山デンタル・クリニック 横山　尚人 中央区弥栄2-9-11 ０42-756-26０1 一般歯科・小児歯科・矯正歯科

サービス業 L o u n g e  A Q U A 二本柳　勉 中央区相模原3-3-3
ソレイユビル1F ０42-753-15０6 ラウンジの運営

建 設 業 ㈱　とうかいグループ 木下　潤正 中央区淵野辺4-15-12
陽光ビル ０42-73０-1595 塗装、建築施工、管理　他

交通運輸業 ㈲　大 　 髙 　 運 　 輸 大木　冨雄 中央区上溝3922-1 ０42-762-5553 一般貨物運送

交通運輸業 DHLサプライチェーン㈱ 松岡　　昇 品川区北品川4-7-35
御殿山トラストタワー8階 ０3-5792-9００1 国内の倉庫・配送業務を中心とし

た物流アウトソーシング事業

会員登録変更のお知らせ ※事業所のご希望により掲載していない場合もあります。

部　会 事 業 所 名 変更事項 変更後 変更前

商　　業 鈴　屋 住　所 中央区矢部4-17-15 中央区由野台1-2-23-1０3

サービス ㈲イタリアンガーデン 住　所 南区相模大野3-15-8 南区相模大野3-2０-5

綜合警備保障㈱　相模支社 事業所名 綜合警備保障㈱　相模支社 綜合警備保障㈱　相模原支店

交通運輸 東岐運輸㈱　関東営業所 住　所 南区麻溝台1-13-1　DPL相模原3－A 大和市中央林間2-7-3

電　話 ０42-767-3335 ０46-24０-9393

ＦＡＸ ０42-767-3336 ０46-24０-9394
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さがみはらクリーン大作戦／工業部会交流会／BCPセミナー／さがみの潤水 インフォメーション

相模原生まれの
　　　　天然水 

　豊かな水資源を有する「潤水都市 さがみはら」。
　当商工会議所では、シティセールスの一環として、相模原生まれの天然水「さがみの潤水®」
を販売しています。ぜひご賞味ください。販売先など詳しくはWEBサイトをご覧ください。
　http://www.sagamihara-cci.or.jp/archives/6２８７
　売り上げの一部は水源の環境保全などに還元されます。
　希望小売価格：12０円（税込）

地元相模女子大学とのコラボ商品
ラベルモチーフは相模女子大学メディア情報学科
の学生さんと協力して市の花であるアジサイをイ
メージにデザインされました。

水源は丹沢山系　相模川の源流
緑区青野原の相模川源流、津久井の森が
育んだナチュラルウォーターです！

おいしくて安全
飲みやすく、料理やお茶に最適とい
われる軟水（硬度34mg/l）です。

好評発売中!!

SCさがみはらサポート自販機（さ
がみの潤水入り）の設置にご協力く
ださい。お問い合わせは共済検定課
☎ 042-753-8134まで

 

自
販
機
イ
メ
ー
ジ

　工業部会の工業部会による工業部会全会員のため
の交流会。
　経営論、技術議論、商談、未来創造、文化、娯楽…。
製造業、製造関連サービス業、すべてのものづくり
に携わる工業部会会員企業の皆様を対象に、様々な
分野での人的ネットワークを構築していただくため
の交流会を開催します。詳しくはHPにて。

 担当：産業振興課 （☎：０42-753-8136）
 http://www.sagamihara-cci.or.jp

集え、
相模原の工業人
－第１回会員交流会〈工業版〉－

２０1４.３.1７㈪ 1８:００
相模原市立産業会館

主催：相模原商工会議所

市内中小企業が作成！ 

BCP事例紹介セミナー
 東日本大震災以降、BCP（Ｂusiness　Ｃontinuity Plan事業
継続計画）への関心が高まっています。BCPを策定することは、   
3０年以内の発生確率が約7０％と予測されている「首都直下地震」
や「南海トラフ巨大地震」、火災等へのリスクへの備えになるだ
けでなく、平時における業務の見直しにもつながり、企業の経営
力を高めることができます。また、その取り組みを取引先等にア
ピールすることが、企業の信用力の向上にもつながります。
 本セミナーでは、今年度BCPマニュアルを作成した市内事業所
に「取り組んだきっかけ」「経営改善に繋がったこと」「苦労した点」
等をお話いただきます。また、支援したBCP専門家による解説
を行いますので、ぜひこの機会にご参加ください。

■日　時： ３ 月２８日㈮　1４時００分～16時００分
■会　場：相模原市立産業会館 3F 大研修室
■内　容：事例紹介事業所
　　　　　①アサヌマコーポレーション株式会社
　　　　　②株式会社イノウエ
　　　　　BCP専門家
　　　　　①いなほコンサルティング 代表 笠原 秀紀 氏
　　　　　②ポラックス・エムシー 代表 大島 建 氏
■受講料：無料　　　■定員：3０名（※申込順）
■申込み・問合せ：経営支援課　☎：０42-753-8135
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西
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通
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部
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駅
前
商
興
会
、
東
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間
商
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（
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）、
あ
い
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ー
ド
若
松
商
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、
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通
り
東
栄
商
店
会
、
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子
大

通
り
商
工
振
興
会
、
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模
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（
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模
大
野
南
新
町
商
店
街
（
振
）、
相

模
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※ 

清
掃
日
・
時
間
帯
は
各
商
店
街
（
会
）

等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

第12回さがみはら
クリーン大作戦商店街がまちを一斉清掃します

� ご紹介いただける事業所がございましたらご連絡をお願い致します。
� 連絡先　☎�042‒753‒8131（総務課）会員増強展開中


